USB ヘッドホンアンプ AT-HA70USB 


取扱説明書 


原 ) auaio-technica 


お買い上げありびとラございます。 

ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのラえ、正しくご使用ください。 
またいつでをすぐ読める場所に保管しておいてください。 


安全上のま意 


本製品は安全性に充分な配慮をして設計していますが、使いかたを誤ると事故が起こ 
ることがあります。事故を未然に防ぐために下記の内容を必ずお守りください。 


1^、 皂この表示は「取り扱いを誤った場合、使用をび死 t または重傷を負ラ 


可能性びあります」を意はしていまず。 


A 三そ胃この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び傷害を負ラ、または物的 
胃損害び発生する可能性びあります」を意味しています。 



A 警告 


参パソコンに接続ずる際は、付属の USB ケー 
プル 1U が使用しない 

故障、不具合の原因になります。 

参異常に気付いた5使用しない 

異常な音、煙、臭いや発熱、損傷などびあつ 
たら、すぐにパソコンから本製品を外し、 
お買い上げの販売店か当社のサービスセ 
ンターに修理を依頼してください。 

参分解や改造はしない 

感電、故障や火災の原因になります。 

参強い衝撃を与えない 


•濡れた手で触れない 

感電やけびの原因になります。 

参水をかけない 

感電、故障や火災の原因になります。 

参本製品に異物(燃えやすい物、金属、液体な 
ど)を入れない 

感電、故障や火災の原因になります。 

参巧などでおおわない 

過熱による火災やけびの原因になります。 

参同徊のポリ袋は幼巧の手の届く所や乂のそ 
ばに置かない 


感電、故障や火災の原因になります。 

事故や火災の原因になります。 


A ま意 

垂不ま定な場所に設置しない/縦置さで設置 
しない 

転倒などによりけびや故障の原因になり 
ます。 

参直射日光の当たる場所、暖房器具の近<、高 
温を湿やほこりのをい場所に置かない 

故障、不具合の原因になります。 

参乂気に近づけない 

変形、故障の原因になります。 

参ベンジン、シンナー、接点復活保護液などは 
使用しない 

変形、故障の原因になります。 


使用上の注意 


参ご使用の際は、接続する機器およびパソコンの取扱説明書ちあわせてお読みください。 

参光出力端子に接続の際、市販の角形光デジタルケーブルび必要です。 

参ライン出力端子に接続の際、市販のラインケーブルび必要です。接続する機器に合わせて適 
切なケーブルをお買い求め<ださい。 

参接続するケーブルのプラグは根元まで確実に差し込んで<ださい。 

参ケーブルを抜さ差しする際は、 US 目接続しているパソコンの電源を切ってから行なってくだ 
さい。 

参モノラルへッドホンは使用でさません。 

参持ち運ぶ際は US 目ケーブルを抜いてください。 


♦ ¢3.已 mm ステレオミニプラグ政外のへッドホンを使用する場合は、適切な変換プラグ 
アダプターをお買いホめください。 


ア フターヴー ビスについて 

本製品をご家庭用として、取扱説明や接続-注意書さに従ったご使用において故障した場合、 
保証書記載の期間•規定により無料修理をさせていたださます。修理びでさない製品の場合 
は、交換させていただをます。 

お買い上げの際の領収書またはレシートなどは、保証開始曰の確認のために保証書と共に大切 
に保管し、修理などの際は提示をお願いします。 


お問い合わせ巧 情話受付/平日日： 00-17： 30) 

製品の仕様•使いかたや修理•部品のご相談は、お買い上げのお店または当社窓口およびホームペ- 
のサポートまでお願いします。 

♦相談窓□(製品の仕様•使いかた）函。0120 -773-4 17 

(携帯電話 ’ PHS などのご利用は03-日74日- 02]1) 

FAX : 042-739-9120 E メー ル： support @ audio - technica . co.jp 
参ヴービスセンター(修理•部品）函，0120 -887-41 已 
(携帯電話 ’ PHS などのご利用は03-目74日- 02] 2) 

FAX : 042-739-9120 E メー ル： servicecenter @ audio - technica . co.jp 
参ホームぺージ(ヴポート） www . audio - technica . co . jp / atj / support / 
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ffl 用可能なパソコンの環境 


テクニカルデータ 


• USB 2.0に巧応ずる USB ポートを標準装備 

• CPU : Pentium4 (l.SGHzJ^Lh) 搭載のパソコン 

• 0S : Windows XP、Windows Vista、Windows 7、 Mac OSX 


必要システム仕様 US 目 2.0 に対応する USB ポートを標準装備したノ くソコン 

CPU : Pentium4(1.8 白 Hz 必上） 

RAM :已 12M 目しん L 
対応 0S : Windows XP 
Windows Vista 
Windows 7 


る部の名瑜と機能 

ご使用になる前に、下図を参考に本製品の各部をご確認 < ださい。 


正面 


マイク□ホン （MIC) サンプリングインジケーター （SAMPLING) 


マイク□ホンび内蔵されており、 
パソコンに音声を入力することび 
でさます。 

IP 電話などに使用でさます。 


再生している音声のヴンプ U ング周波数をインジ 
ケーターで表示します。 

• 32kHz、44.1 kHz、48kHz 再生日寺は緑色に,な打 

• 96kHz 再生時はオレンジ色に点灯 



ヘッドホン出力端子 (HEADPHONE) 

へッドホンを接続します。 

形状は、¢3.已 mm ステレオミニジャックで 
す。ほかの出力端子と同時に使用可能です。 


へッドホンボリューム 

接続したへッドホンの音量を調整します。 

パワーインジケーター （POWER) 

パソコンに接続している状態で、パソコン 
の電源び入ると緑色に点灯します。 


背面 


ライン出力端子 （LINE OUT) 

アクティブスピーカーやアンプに接続し 
ます。 

形状は¢3.已 mm ステレオミニジャック 


光出力端子 (OPTICAL OUT) 

パソコンからの音声をデジタル出力します。 
市販の角形光デジタ レケーブ J レび必要です。 
ほかの出力端子と同時に使用可能です。 



パソコンと接続します。接続する際は付属 
の US 日ケーブルを使用してください。 
96kHz/24bit の安定した動作をさせるた 
め、パソコンの US 日ポートに直接接続して 
<ださい。 


PC インターフェース 
ヘッドホン出力端子 


Mac OSX 

US 目 2.0 インターフェース 

タオ応ヴンプ1」ング周波数 32kHz. 44.1 kHz, 48kHz. 96kHz 
¢3.已 mm ステレオミニジャック 
周波数特性 ]0Hz 〜 40kHz(-3 服、 96kHz 時） 

最大出カレベル己 OmW+ 己 0mW(32n、T.H.D ]0〇/〇時） 

全高調波歪率 0.00己％政下(320、 20m W 出力時） 

SN 比 ]08服し U 上 (JIS-A) 

タオ応ヴンプI」ング周波数 32kHz, 44.1 kHz, 48kHz, 96kHz 
¢3.已 mm ステレオミニジャック 
周波数特性 1 OHz 〜 40kHz(-3 服、 96kHz 時） 

全高調波歪率0.00日％し U 下 (OdBVJkHz 時） 

SN 比 ]00d 目し U 上 (JIS-A) 

規定出力 2Vrms 

角型光デジタル出力端子 対応ヴンプ U ング周波数 32kHz, 44.1 kHz, 48kHz. 9日 kHz 

マイク□ホン入力 


ライン出力端子 


外形寸法(突起部除 <) 
質量 (本体のみ） 
付属品 


対応フォーマット S/PDIF PCM 才ーディオ 
内蔵マイク□ホン 

(対応サンプリング周波数 8kHz. 1 6kHz, 32kHz, 44.1 kHz, 48kHz) 
ALC 回路内蔵（自動レベルコント□-ル機能） 

H24XW80XD9 已 mm 
約180呂 

US 目 (2.0 準拠)ケーブル ].0m 


(改良などのため予告な < 変更することびあります。） 



参裏の保証規定を必ずお読み < ださい。 

株巧を社 ザ-ティザテマニの 

干 ] 94-8666 東京都町田市成瀬 220 巨 


http://www.au 日 lo-techn に3 


お問い合わせ巧（電話/平日9:00〜17: 30) 

製品の仕様 • 使いかたや修理 • 部品のご相談は、お買い上げのお店または当社窓 □ お d ； 
サポートまでお願いします。 

♦相談窓口（製品の仕様•使いかた）函01 20-773-417 

( 携帯電話 .PHS などのご利用は 03-6746-0211) 

FAX : 042 -73 日-日 120 E メール： support@audio-technica.co.jp 

♦ヴービスセンター(修理•部品） 函0120 -887-41 巨 

( 携帯電話 ‘PHS などのご利用は 03-6746-0212) 

FAX : 042-739-9 120 E メール： servicecenter@audio-technica.co.jp 

参ホームぺージ(ヴポート） 

www.audio-technica.co.jp/atj/support/ 


ームページの 







































































接続のしかた/使いかた 


※接続する機器およびパソコンの取扱説明書ちあわせてお読みください。 

※接続する晩ま、接続する機器およびパソコンの電源は必ず切ってか5接続してください。 
※本製品は、 USB バスノの一方式で電源供給されます。 

1 . 接続例を参考に、パソコンおよび使用する機器を接続してください。 

2. ノ W コンの電源を入れてくださし、。ノ心コンの電源び入ると、本製品のノ V つーインジ 
ケーターび点灯します。 

3. ノ くソコン上で使用設定を行ないます。接続したノ心コンの 0 S にあわせて、も記 r パソ 
コンの設定」に従いノ ':ソコンの設定を行なってください。 

4. ノ v° ソコンで音楽などを再生してください。 

ヘッドホンボリュームは、本製品に接続しているヘッドホンの音量調整になります。 

※ライン出力端子および光出力端子に接続している機器の音量調整は、本製品ではでき 
ません。 

※パソコンの音量は、本製品を接続すると最大になります。大音量び出る場合びあります 
のでごを意 < ださい。 



] .くま：;ま9十广じ'—トス+目イ台 


転載不日 J 


⑥ 当社 

⑦ 設置 

⑧ 天災 

⑨ 一 J 

⑩ 車載 
⑩その 

保証の巧 

♦消耗•摩 ih 

チなど収納ケース類や、そのほか付属品。また^製品や接続した機器に問わ 
ず、ソフトおよびデータなどは補償いたしかねます疋ご了承ください。 

修理品の送料 

♦保証の期間内、期間経過後を問わず、修理•検査のため H 製品を送付される場合 
は、お客様に送料をご負担いただきますのでご了承 < だろ^。製品は、輸送中の 
事故びないよう、捆包してください。 

修理品の保証 

♦修理後、同一個所に同一の故障び生じた場合は、保証期間を超^ても修理完 
了日より3力月じ(内に限り無料で修理いたします。 

その他 

①本保証書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束する成です。 
従って、本保証書の記載内容によってお客様の法律上の権利び制限され%)の 
ではありません。 

③本保証書は日本国内でのみ有効です 。 (This warranty is valid only in Japan .)， 
③本保証書は再発行いたしませんので、紛失なさらないよう大切に保管してくださし勺 

(Daudio-technica 


パソコンの設定 


(Windows Vista、Windows 7①場合） 


Windows Vista* Windows 7 

1. はじめて本製品を接続すると、自動的に本製品びオーディオ装置として登録され 
ます。 


2 . 


才ーディオテクニカ製品をお買い上げいただきましてまことにありびとうございま 
、す。製品に万一異常び生じた場合は、お買い上げのお店、当社サービスセンターへ 
K 連絡ください。この保証書の規定により保証期間内に限り無料で修理させてい 
だきます。修理の際にはこの保証書をご提示願いますので大切に保存してくだ 
h お買い上げの際の領収書またはレシートなどは、保証開始日の確認のため 
に、^に保管ください。なお、保証期間経過後を責任ををって修理いたしますび、 
その有料となりますのでご了承 < ださい。本製品の基本性能を維持するため 
に必要(補修 用 性能部品)の最低保有年限は製造巧切後6年です。 

4呆言正規定（必ずお読みください） 

ソ下の場合は期間内でわ修理実費をいたださ、故障の状況によっては修理で 
さないことちあか^。また修理の際オーディオテクニカの判断で製品交換をさせ 
ていただくことびあすのでご了承 < ださい。 

①本保証書び提^ない場合。 

⑨本保証書にご購 W 白日•購入店名の記入擦印または、それに代わる保証 
開始時期を証明すみべ)(お買い上げレシートなど)びない場合。 

③お買 し 

( D 取り# 

⑥本製 


「スタート」一 r コント□-ルパネル」一 r 八ードウてアとサウンドの設定」一 
「サウンド」一「再生」タブで 「 AT - HA 70 US 目」を選択します。 

続けて、「既定値に設定」をクリックし、さらに「適用」ボタンクリックします。 


、サウンド 


ちを を音 ] サウンド ]_ 


下のデノレ r スの再をデノレ r スを還巧してその設定ををましてください： 


SPDIF インターフェイス 
AT-HA70USB 

のお作* 


I 齡に） 1 


既定枢に設定 (S) I [ プ □ パティ(の 


1 0K II キサンむレ 1 

1 適巧 (A) 





J 和 


3. 


次に、「録音」タブで 「 AT - HA 70 USB 」 を選択します。 

続けて、 r 既定値に設定」をクリックし、さらに roK 」 ボタンをクリックしてウィン 
ドウを閉じます。 





























































































































パソコンの設定 


(Windows XP ①場合） 


Windows XP 


はじめて本製品を接続すると、自動的に本製品びオーディオ装置として登録され 
ます。 


V 新 LOJ 、 ー ドウ巧げ見〕ホロました^1 

USB CompasitE Device 



2 . 「スタート」 —* T コント □ —ルパネル」 —* T サウンドと才ーディオのプ□パティ」一 
けーデイオ」タブで「音の再生」の「既定のデバイス」で 「 AT - HA 70 USB 」 を 
選択します。 



3. 次に、「録音」の r 既定のデバイス」で 「 AT - HA 70 US 目」を選択し、 
「0 K 」 ボタンをクリックしてウインドウを閉じます。 



パソコンの設定 


(Mac OS X の場合) 


Mac OSX 

1. はじめて本製品を接続すると、自動的に本製品びオーディオ装置として營録 
されます。 

2 . 「アプリケーション」の「システム環境設定」を開さます。 



3. 


「サウンド」をクリックして設定画面を開を、「出力」タブを選択してリストか5 
「 AT - HA 70 US 巨」を選択します。 



システム巧ホ没を 



すべてをを示 
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有田® 圈 〇な间 

Dock Expo がと Spotlight アピアランスセキュリティデスクトップと S まとテキスト 
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み 


プリントと がよ レギー 



※ノ くソコンの音量は、本製品を接続すると最大になります。 
大音量び出る場合びありますのでごを意 < ださい。 


4. 「サウンド」の設定画面から「入力」タブを選択してリストから 

「 AT - HA 70 US 目」を選択します。次に、「入力音量」を調整してください。 
































































































































































